
【伊賀市こども・若者ワークショップ開催内容】 

 

開催日時  ： 令和６年１１月２３日（土）   午前１０時～ 

参加人数  ： 保育園児から大学生まで 30名 

内   容  ： 現在の伊賀市や国の状況について解説したうえで、こども・若者当事者の立場か

ら、伊賀市がどのような街になったらよいか等についての複数のグループに分か

れて意見を出し合ってもらった。 

〇当日のスケジュール 

         １０：００         開会 

         １０：００～１０：２０  施策の動向等説明 

                       グループワークのルール説明 

            １０：２０～１１：２０  グループワーク 

                              【１】取り組みについて頑張ること【２】計画のキャッチフレーズ 

         １１：３０～１２：００  意見発表 

         １２：００～       写真撮影、閉会 

目   的 ： 出し合っていただいた意見等から、今後の事業実施へのヒントをいただくとともに、

現在策定中のこども計画の副題や将来像の設定につなげる。 

 

ワークショップで出された意見 ： 別紙のとおり 

 

参考：４ 



【１】取り組みについて頑張ること 

 

 

 

【２】計画のキャッチフレーズ 



【ワークショップ参加者】　　　「わたしのまち伊賀市を　　　　　　　　　　　　　　　まちにする！！」

キャッチコピー 設定の理由

外国人がたくさんきて、だれでもすみやすい
しぜんが多い
だれでもくらしやすくて にんげんだけじゃな
くて どうぶつもいきやすい しぜんがいっぱ

本がたくさんある たくさんの人が図書室に来て本が読めるから。

あそぶところがたくさんある

ゆうえんちの

してぃまらそんが一いがいいです

自分もみんなも楽しいと思える
自分もみんなも楽しいと、楽しく伊賀市にすめて、みんな伊賀市が
すきになると思ったから。

みんながげんきになる

にぎやかな

私は、なぜ「にぎやか」な町にしたいかというと、町がくらいふんい
きだったら、楽しくないし、気分もあがらないからです。なので、町
をにぎやかにして、みんなが楽しく、くらせる町にしたいと思って
います。

住みよい
みんなが楽しく気持ち良く住みよい町にしてほしいと思ったからで
す。

明るい 明るくないと楽しくないから。

毎日が笑顔あふれる楽しい
みんなそれぞれなやみ事があるかもだけど、そんなことを忘れる
ぐらい楽しい伊賀市にしたいから。

伊賀市に住んでいる人たちみんなが、仲が
よく いじめやさべつがないような

そらとぶくるまがいっぱいあればいい、まち
があればいいな。

みんなではなしあってたのしい

いじめや、わるさのないいがしにしていく。
また自分も、同じめにあう。じぶんのともだ
ちがいなくなる。心がきずつくからだめ。

1人がわるさや、いじめをしたら、どんどんいじめやわるさがひろ
まっていくからだめ。かなしくなる言葉をいうとかなしい人がで
る。

楽しく学校へかよえる！！

あかるい たのしい

みんながハッピーな
みんながハッピーだと、しぜんと笑顔があふれる楽しい町になると
思うから。また、生きやすい町になり、伊賀で暮らしたい、子育てし
たいと考える人が増えると思うから。

愛で溢れる

伊賀市はすてきな文化や特産物であふれていて、良いまちだから。
みんながそんな伊賀市をすきになって、その愛であふれたらいい
なと思いました。みんなの愛が伊賀市の明るい未来を作ってくれ
ると思ったから。

人と人とがつながる
男女や年齢関係なく、いろんな人と関わって、人と人とのつながり
を増やすことで、明るく楽しい、温かい場所になると思うから。

みんなが安心できる
地域にもっと親しみを持つことで、伊賀市で育ちたい、成長しても
また戻ってきたいと思うようになれると考えたから。

観光客と活気で溢れた　強く豊かな

伊賀市は、名古屋と大阪の中間地点にあり、経由地として通過する
だけの人も多いと思う。そこで、伊賀市での観光も旅行計画に組み
込んでもらうために、たくさんのレジャー施設（伊賀市の産業を使
えるとGood）を設けると良いと思った。



【ワークショップ参加者】　　　「わたしのまち伊賀市を　　　　　　　　　　　　　　　まちにする！！」

キャッチコピー 設定の理由

いろんな国の文化（言葉の壁）を越えて地
域・地元が共在する

伊賀市はいろんな国の人達が住んでいて、伊賀市に住んでいる日
本人といろんな国の人達の壁をつくるのではなく、共に文化をも
り上げ、町起をして言葉・文化のバリアフリーを実現したいと思っ
たからです。祭り、食事、自然等の伊賀を世界に広げたいと思いま
した！

自然を残しつつ、施設の充実した

伊賀市の魅力といえば、自然豊かな山に囲まれ、秘境感とすこやか
さがあることだと思う。その長所をのばしつつ、大人も子供も楽し
むことのできる施設(※)を需要にそって増やしていくこと。
※僕が体験してよかったと思う施設→児童館、山頂にあり登山後
休憩のできる施設etc
（愛知県田原市参照）←ぜひ調べてほしい
大規模道の駅、近くの都市へ直接つながっている鉄道

みんなで子育てする

子どもを育てるのは親や大人だけでなく、学生なども一緒に子育
てに関わって、みんなで子どもを守る伊賀であったらいいなと思
います。
学生時代から、子どもと関わる経験や機会があると、大人になって
からも、その経験が生かされて、将来子どもと関わりたい、子ども
を産み、育てたいという思いがうまれてくると考えます。
子どもと関わる経験や機会として、例えば、放課後に学生が児童放
課後クラブへ訪れ、子どもたちと遊ぶ機会をつくります。

自信を持って生活できる

私は、自信を持って生活していくためには、正しい情報、正しい知
識を得ることのできる環境作りが必要だと考えます。そのために
まず私が出来ることは、学校での性教育の充実化と、医療者として
正しい知識の提供だと思います。子育て、出産で抱える様々な不
安を少しでも減らして、自信を持って生活出来る市にできたら嬉し
いです。

音楽があふれる

だれでもたくさんの人と関わりながら、演奏を聴いたり演奏したり
することを楽しめる環境があるといいと思います。音楽で元気に
なったり勇気づけられたり、音や音楽で気軽に自分を表現できた
りすると、明るくてきらきらした伊賀市になると思います。

笑顔あふれる 人を幸せにするのは、”笑顔”だと思うからです。

自然や文化が残る
伊賀市は山に囲まれていて、自然があふれているところが好きだ
から。学校帰りにも天神祭りとか色々イベントとかあって、その雰
囲気が好きだから。



【ワークショップ参加保護者】

キャッチコピー 設定の理由

安心して暮らせるまち
子育て中も、老後も誰もが安心して暮らせたらと思ったため

自慢できる街、伊賀市

子どもたちは、今でも伊賀市のいいところを知っていて、好きだと
いうことを今日感じました。今も好きなところがいっぱいだけど、
これからもっと好きになると思いイメージです。

”知りたい・行きたい・住みたい街”
これ以上、人口が減らないように・・・。

こどもも大人も楽しく暮らせる街！
皆が幸せに暮らせる街にしてほしいから。

こどもが元気にイキイキできる伊賀市
未来を担うこどもたちが、暮らしやすい伊賀市になってほしいか
ら。



【公募分】

キャッチコピー 設定の理由 年齢

①目指せ！子育て環境日本一
②オーライ、誰もがいがっこサポーター
③"伊賀のいいなの花"を咲かそう

①日本一という意気込みとインパクト
②オールライト、オール伊賀みんなでの思いを込めて
③伊賀っていいなと思える事を着実に増やして行って魅力
ある町に老若男女力合わせて

64

始まる街　伊賀市

毎日が未来に触れられるような夢と希望のある街にしてい
きたいと思いました。 44

今日から始まる街
毎日が未来に触れられるような夢と希望のある街になって
ほしいと思いました。 44

自慢の出来る伊賀の街

伊賀市には美味しい食べ物、伝統工芸品など多くあるのに
それぞれの団体や会社がバラバラに発信しているように思
えるので官民協力して発信して欲しいので策定しました 63

めざせ日本一子供が育てやすい市
子育て世代の方々が安心して生活できる市にして頂きたい
からです。 42

古いと新しいが混ざる場所

沢山の伝統や歴史がある伊賀とこれからの新しい技術やテ
クノロジーが融合した進歩的な伊賀になって欲しいと言う
願いをこめて 41

「自然と共に、未来を創る街」  「笑顔があふ
れるエコシティ」  「心地よい暮らし、ここに
あります」  「みんなで育む、緑豊かなコミュ
ニティ」  「未来へ続く、持続可能な街」

伊賀市は、歴史と自然が豊かな街です。特に、伊賀流忍者が
有名で、忍者博物館や忍者屋敷など、観光スポットありま
す。また、美しい自然環境も魅力の一つで、四季折々の風景
がすばらしい

ただいま！やってやる！いがっこ！

伊賀市で生まれ育ち、大学などで都会に出た子たちが、伊
賀市で起業や、魅力ある企業に就職できる応援してもらえ
るまちづくりを目指してほしい。 43

夢みるあしたは必ずやってくる

みんなの夢を実現する
積極的に行政に進言しよう 78

子供を3人育てられる街
やはり、子供は3人くらい欲しいと思ったから。

68

笑える！??伊賀市
市長が代わって今まで以上に、みんなが笑って暮らせる伊
賀市になってほしいから。 13

えがおかがやく　ゆめいっぱいの　あかる
いまち

子供たちがみんな幸せでいられるような町になるように、
誰もが前向きな提案や活動ができる市になればいいなと
思ってつくりました。 57

安全で美しく　歴史ある街　伊賀市に

地球環境、健康第一を、人に大切な言葉として安全を。環境
を意識し、美しく。
古くから独立性の高い伊賀、伊勢市と並ぶ歴史的な位置づ
けがある。
伊賀市に来て下さい。住んで下さいの意味で。

72

忍びカメラで安心な街作り

最近、闇バイト等の犯罪が横行しているが、伊賀市では、防
犯カメラをあまり見かけないのでもっと増やして欲しい。
犯罪の抑止力には、有効だと思う。 68



【公募分】

キャッチコピー 設定の理由 年齢

住めば伊賀いと住みやすい！伊賀市

私が移住した経験から。
正直パッとせず覚悟して移住したら、住みやすくて土地も
買って永住決めました

忍びの里！忍ばない幸せ！！ふるさと 伊
賀市！

忍者の里であることはもちろんですが、 伊賀市の生活には
幸せが隠しきれないほど溢れています。という願いを表しま
した。 44

「つながる」が始まる伊賀！

地域住民がつながる活気のある伊賀市。子供を育てやすく、
家族（親子孫）がつながる伊賀市。隣接する市町村がつなが
りたいと思う輝く伊賀市にしたいと思って「つながる」としま
した。

57

イケいな！！いが市！

頑張ってる若者が居て応援してくれる街！
程よく、街で、都会へのアクセスも便利で、
田舎で子育てしやすい！ 43

輝く未来　みんなの笑顔

地球温暖化や気候変動、決して安心とは言えない暮らしの
中にいる子供たちの未来を、全ての子供たちが笑顔で暮ら
すことができる、輝く明るい未来になってほしい。そんな思
いで設定しました。

59


